
可愛らしいグッズでマッサージ
コジットの「リトルリフレシリーズ」 ピンチを未来への情熱に変える
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働
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方
・
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活
躍
を
科
学
す
る

男
女
区
別
の
な
い
能
力
評
価
社
会
へ

﹁
業
務
の
棚
卸
し
﹂　
を
す
る

能
力
開
発
に
は
多
面
評
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を

ト

プ
の
真
剣
度
を
伝
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る

父
親
１
人
で
子
と
向
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合
う

幸
せ
な
気
持
ち
で
働
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た
め
に

快適職場へ、まずはデータ活用

　早稲田大学政治経済学術院教授

　　　　　　大湾　秀雄氏
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レインボー サボテン

フラミンゴ ３つ並べても

◇「リトルリフレ
シリーズ」を抽選
でそれぞれ１名に
プレゼント！
　住所、氏名、電話
番号を明記の上、
編集部にファクス
かウェブからご応
募下さい。締め切
りは５月日（金）です。

　「オフィスグッズは色々ある
けれど、どうせ置くなら可愛く
て実用的なものがいい」と思っ
ている人は多いのでは。狭いス
ペースだからこそ、こだわりグ
ッズを置きたいですよね。そこ
で今回紹介するのが「リトルリ
フレシリーズ」全３種類。カラ
フルで可愛らしいのに、ちょっ
としたマッサージ機能があるの
です。
〈フラミンゴ〉
　くちばし部分の突起でグイグ
イッと押せるプッシャー。押し
たい所にグイッと入り込むので
気持ちいいポイントを押せま
す。
〈レインボー〉
　凹凸が足裏に気持ちいい足踏

みです。踏み込んで足の裏をリ
フレッシュ。いすと背中の間に
はさめば背中や腰のマッサージ
に使えます。
〈サボテン〉
　サボテン部分がくるくる回転
するほぐしローラーです。コロ
コロ転がして、首や肩をリフレ
ッシュ。手首にも使えます。

　価格は、フラミンゴが円、
レインボーが，円、サボテ
ンが，円（いずれも税別）。
全国のバラエティーショップな
どで販売しています。
　いつでもどこでもリフレッシ
ュできるマッサージグッズなの
で、３つ並べてもいいかもしれ
ませんね。

　米国で学生時代
を過ごし、帰国後
は航空会社で勤務
していました。主

に、外国籍のお客さまの出入国ト
ラブル、飛行機に乗り遅れたお客
さまへのサポートや緊急着陸のサ
ービスの調整を行っておりまし
た。１分１秒が勝負の航空業界。
スムーズな説明や誘導を「人との
かかわり」としてお客さまと触れ
合うことで「日本に来て、あなた
に出会えてよかった」と心が通じ
合う瞬間がありました。
　現在、外資バルブ会社へ転職し、
セールスアシスタントとして働い
ています。長期間のプロジェクト

を成功させていくためには、クラ
イアントと海外工場との緻密なや
りとりが非常に重要です。時差や
海外の祝日で連絡が滞ってしま
い、冷や汗をかく時もあります。
文化や価値観、言語の違いから生
じる問題で板挟みになることもあ
ります。一つひとつの出来事に改
善策を生み出していくことが必要
とされますが、１年かかったプロ
ジェクトを成功に導けたときの喜
びは、新たなプロジェクトへの情
熱になります。常に問題を解決し、
未来へのビジネスにつなげていく
ことが私の仕事スタイルです。
　楽しいビジネスライフを一緒に
送りましょう！

■お問い合わせ
　株式会社日刊建設通信新聞社　カナリヤ通信編集部
　TEL03-3259-8711　    FAX03-3259-8730
■ご意見・ご感想、プレゼントの応募は
   canaria@kensetsunews.comまでお寄せください。

「カナリヤ通信」は、日刊建設通信新聞社の登録商標です。

Ａ　仕事をする上で評価は必ずあるけれ
ど、その際にデータ化・可視化するという
のは新しい考え方だと思った。Ｂ　感覚的
な部分が結構多いけれど、科学的に分析さ

れると、結果に納得できるよね。Ｃ　仕事
をした分だけ評価されたらモチベーション
が上がります。Ａ　働く人すべてがハッピ
ーになるといいね。

＊「夏のリコチャレ～理工系
のお仕事体感しよう～」は内閣府、
文部科学省、日本経済団体連合会
が主催する事業で、当社は参加企
業として、日本大学理工学部と共
催で開催します。中学生から大学
生を対象に建設産業界の技術を体
感してもらう予定です。

　日刊建設通信新聞社は、８月
９日に開催する「夏のリコチャ
レわたしの住むまちをデザ
インする仕事」に出展する団体
所属等の女性部会を日まで募
集します。また、合わせて出展
する企業も募集します。

　出展を希望される団体・企業
は日までに所定の用紙に記入
の上、ファクス
または電子メール（rikochalle@
kensetsunews.com）にお送り下
さい。所定用紙はホームページ
（https://www.kensetsunews
.com/rikochalle）からダウン
ロードできます。
　問い合わせは、電話
または電子メール。

「カナリヤ通信」では、さまざまな考え方をもった女性が、
社会の中で逞しく、それでいて女性らしく声を出して、人
生を楽しみながら働く姿を表現していきます。
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男
性
で
も
女
性
で
も
働
き
方
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
が
あ
る
で
し

う


一
生
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て
認
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ら
れ
た
い
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き

な
プ
ロ
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ク
ト
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携
わ

て
成
果
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出

し
た
い

な
ど
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取
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組
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達
成
感
を
得
た
い
と
考
え
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い
る
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多

い
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し

う

し
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し
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に
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が
な

い
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あ
る
と
感
じ
て
い
る
人
が
い

る
の
も
事
実
で
す
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し
て

仕

事
を
デ

タ
化
・
可
視
化
す
る
こ
と
で
女

性
活
躍
・
働
き
方
改
革
に
つ
な
げ
る
秘
訣

に
つ
い
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き
ま
し
た


　
男
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散
見
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す
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用
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検
査
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︶
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違
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高
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仕
事
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え
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れ
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ル

テ

ン
業
務
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え
ら
れ
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ま
た

男
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本
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験
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を
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げ
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め
に
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画
的
な
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ら
れ
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方
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﹁
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﹂
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業
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と
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械
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仕
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仕
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上
司
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一
方
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な
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他
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有
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多
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と
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に
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の
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通
常
の
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よ
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に
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け
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そ
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す
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と

談
合
や
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引

張
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い
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情
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ま
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な
く
な
り
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多
く
の
研
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か
ら

能
力
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す
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多
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の
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出
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女
性
活
躍

働
き
方
改
革
を
迫
ら
れ
て
い
る

現
状
に
お
い
て
は
ト

プ
主
導
の
意
識
改
革
が

必
要
で
し

う

日
本
郵
船
で
は

男
性
の
育

休
取
得
率
を
引
き
上
げ
る
た
め
に

﹁
１
週
間

以
上
の
育
児
休
暇
を
取
得
し
た
男
性
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員
に
１

万
円
を
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与
す
る
﹂と
し
ま
し
た
そ
の
結
果


そ
れ
ま
で
１
割
程
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た
本
社
社
員
の
取
得

率
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５
割
ま
で
上
が

た
そ
う
で
す

こ
れ
は

１
万
円
と
い
う
お
金
の
効
果
と
い
う
よ
り
も


制
度
導
入
に
よ

て
ト

プ
の
真
剣
度
が
伝
わ


た
結
果

そ
の
下
の
管
理
職
ク
ラ
ス
も
従
わ

ざ
る
を
え
な
く
な
り

取
得
し
や
す
い
環
境
に

な

た
と
考
え
ら
れ
ま
す

取
得
率
が
５
割
に

ま
で
上
が
れ
ば
制
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し
て
定
着
し

働
き
方

改
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つ
な
が

て
い
く
も
の
と
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え
ら
れ
ま

す


　
子
ど
も
を
持
つ
女
性
社
員
が
働
き
や
す
い
職

場
を
作
る
に
は

育
児
の
大
変
さ
や
重
要
性
を

皆
が
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
す

そ
の
た
め

に
男
性
が
主
体
的
に
育
児
を
や
る
べ
き
で
す


今

国
の
パ
パ
・
マ
マ
育
休
プ
ラ
ス
と
い
う
制
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の
も
と

両
親
が
同
時
に
休
暇
を
取
れ
る
よ

う
に
な

て
い
ま
す

し
か
し

一
緒
に
取


た
の
で
は

母
親
が
主
に
な

て
育
児
を
し
て

し
ま
い
ま
す
の
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本
当
の
大
変
さ
を
知
る
た

め
に
も

父
親
１
人
で
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ど
も
と
向
き
合

て

み
て
も
い
い
で
し

う

私
も
コ
ン
ト
ロ

ル

の
効
か
な
い
育
児
に
大
変
な
思
い
を
し
ま
し
た

が

こ
の
問
題
の
重
要
性
に
目
を
向
け
る
き


か
け
に
な
り
ま
し
た


　
働
く
人
全
員
が
ハ

ピ

に
な
れ
ば
良
い
と

思
い
ま
す

そ
の
た
め
に
も

匿
名
化
し
た
上

で

ス
ト
レ
ス
チ


ク
診
断
や
仕
事
満
足
度

調
査
の
個
人
デ

タ
を
分
析
す
る
こ
と
が
大
切

で
す

例
え
ば

リ
モ

ト
ワ

ク
を
採
用
し

た
場
合

活
用
し
て
い
る
人
に
と

て
は
満
足

・
ス
ト
レ
ス
軽
減
と
い
う
結
果
が
出
て
も

管

理
職
や
一
緒
に
働
く
人
た
ち
に
と

て
は
負
担

が
増
え
不
満
足
で
あ
り
ス
ト
レ
ス
を
増
や
し
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す

個
人
の
デ

タ
を
使


た
分
析
で

会
社
の
施
策
が
ど
の
よ
う
な
属

性
の
社
員
に
効
果
が
あ
り

ど
の
よ
う
な
属
性

の
人
に
追
加
的
な
支
援
が
必
要
か
を
知
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す

た
だ
し

ス
ト
レ
ス
チ



ク
診
断
な
ど
は

社
内
の
人
間
に
は
こ
う

し
た
分
析
を
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
の
で


匿
名
化
し
た
上
で
分
析
結
果
を
提
供
す
る
研
究

機
関
や
事
業
者
に
依
頼
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す

ど
の
職
場
・
部
署
・
属
性
で
も
快
適
な
職

場
を
作
る
た
め
に

ま
ず
は
デ

タ
活
用
を
試

み
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す


︵
＊
︶
上
司
だ
け
で
は
な
く
同
期

部
下

後

輩

他
部
署
か
ら
の
評
価
を
総
合
的
に
判
断
す

る
評
価
制
度

３
６
０
度
評
価
と
も
言
う

webで公開中


